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4 生物多様性保全に係るこれまでの取組みと社会情勢の変化 

（1）  自然環境行政の推移 

年 月 日 区 分 主 要 事 項  

平成２４年    １月     市 生物多様性おかざき戦略策定 

２４年 ９月２８日 国   生物多様性国家戦略 2012-2020策定 

平成24年度 国   第4次レッドリスト 

平成２５年 ３月 １日   市 岡崎市版レッドデータリスト策定 

３月２８日  県  
あいち生物多様性戦略2020 を策定 

自然環境の保全と再生のガイドライン策定 

  ６月１５日 国   

環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律一部改正(平成24

年10月１日施行) 

環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律に名称変更 

          ５月３０日 国    
鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律（鳥獣保護法）一部改正（平成27年５月

29日施行） 

平成26年 8月    レッドデータブックおかざき2014発行 

平成２７年 １月２２日  県  第三次レッドリストを発表 

 ３月３１日   市 岡崎市環境基本計画改訂 

平成27年度 国   レッドリスト時期を定めず必要に応じて個別に改訂することとする。 

平成２８年 ３月２４日   市 
岡崎市水と緑・歴史と文化のまちづくり条例施行規則一部改正（平成28年４月１日

施行） 

平成２９年 ２月１０日  県  愛知県天然記念物に北山湿地を新規指定 

    岡崎市北山湿地自然環境保護区保全計画変更 

  ３月２７日   市 岡崎市生活環境等影響調査条例一部改正(平成29年４月１日施行) 

３月３１日   市 岡崎市生活環境等影響調査条例施行規則一部改正(平成29年４月１日施行 ) 

１２月２２日   市 シロバイを指定希少野生動植物種（第２号）に指定 

平成３０年 ２月１３日   市 岡崎市額田センター(愛称：こもれびかん)開館(森の駅情報コーナー設置) 

３月２６日  県  愛知県環境学習等行動計画2030 を策定 

３月２９日   市 第２次岡崎市版レッドデータリスト２０１８策定 

３月３１日   市 森の総合駅閉館 

４月 ７日 国   第五次環境基本計画を閣議決定 

１２月     県  グリーンデータブックあいち2018 発刊 

平成３１年 ３月２９日   市 ヒナノシャクジョウを指定希少野生動植物種（第３号）に指定 

 ３月３１日   市 岡崎市環境教育推進計画改定 

令和 元年 ５月 ９日   市 岡崎市野鳥保護管理指針策定 

７月 ５日 国   
環境影響評価法施行令の一部改正（太陽電池発電所の設置の工事の事業等の対象事業

への追加）（施行2020.4.1） 

１２月２７日  県  
愛知県環境影響評価条例施行規則の一部改正（太陽電池発電所の設置の工事の事業等

の対象事業への追加）（施行2020.4.1） 

令和元年度 国   レッドリスト2020 

令和 ２年 ３月３０日  県  
第四次レッドリスト「レッドリストあいち2020」を作成 

「レッドデータブックあいち2020」（植物編・動物編）発刊 

令和 ３年 ２月  県  第５次愛知県環境基本計画策定 

２月  県  あいち生物多様性戦略2030策定 

令和 ３年 ３月３１日   市 第２次環境基本計画（環境ビジョン）策定 

令和 ４年 ４月      市 生物多様性のための30by30アライアンス参加 

令和 ４年 ５月１８日 国   特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律の一部改正 

９月 ２日   市 岡崎市北山湿地自然環境保護区保全計画変更 

令和 ５年 １月２０日 国   
特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律施行令の一部を改正す

る政令（施行2023.6.1） 

３月３１日 国   生物多様性国家戦略2023-2030を閣議決定 

    市が主体もしくは市に関連するものは網掛け 
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（2）生物多様性おかざき戦略初期段階の取組み 

達成したもの 
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区 分  

 

凡 例 

多様な自然 豊かな暮らし 次世代への継承 
全

体 行動 

戦略 
RP 計 

行動 

戦略 
RP 計 

行動 

戦略 
RP 計 

➚ 目標達成、発展的 
展開 

1 4 5 0 0 0 3 2 5 10 

➙ 発展的継続 12 9 21 8 9 17 6 13 19 57 

➙ 継続的実施 7 9 16 9 9 18 3 2 5 39 

➘ 縮小傾向、廃止 7 4 11 15 8 23 8 7 15 49 

 合計 27 26 53 32 26 58 20 24 44 155 

 
 

 

 

 

6%

37%

25%

32%

全体

目標達成、発展的展開

発展的継続

継続的実施

縮小傾向、廃止
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（3）市民・市内事業者アンケート結果 

 

自然が豊かに

なった

1%

変わらない

32%

自然が減少した

60%

分からない

6%

無回答

1%
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128

236

483

166

316

135

211

170

74

599

491

244

561

411

592

516

557

653

市街地の公園・緑地の減少・荒廃

森林の減少・荒廃

田んぼ・ため池の減少・荒廃

河川緑地の減少

身近な生物の減少

外来種の増加

鳥獣害の増加

耕作放棄地・竹林の増加

その他

当てはまる 当てはまらない

意味も理解している
161
12%

ぼんやりと意味が分かる
697
52%

聞いたことはあるが知らない
287
21%

聞いたこともなく知らない
183
13%

無回答
24
2%

意味も理解している ぼんやりと意味が分かる

聞いたことはあるが知らない 聞いたこともなく知らない

無回答
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0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

重要視している

それほど重要視していない

重要視している

それほど重要視していない

重要視している

それほど重要視していない

全く重要視していない

全く重要視していない
高
い

中
程
度

低
い

無 関 係

生物多様性の経営方針有り 生物多様性の取組み有り 会社数

0% 20% 40% 60% 80%

取組みの参考になる事例集・ガイドライン

啓発や学習のためのセミナー・シンポジウム

活動資金に対する財政支援

生物多様性に取組む市民、活動団体や自治体との連携

その他

支援は必要ない

取組みの参考になる事例集・ガイドライン

啓発や学習のためのセミナー・シンポジウム

活動資金に対する財政支援

生物多様性に取組む市民、活動団体や自治体との連携

その他

支援は必要ない

31
25

取
組

み
実

績
無

し
取

組
み

実
績

有
り
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（4）  国内外の動向や社会情勢の変化 

ア 生物多様性の評価 

 

大きな効果を生む 

重要な８つの介入点 

間接要因に作用

する５つの介入 
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イ SDGｓ（持続可能な開発目標）の推進 
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ウ ポスト 2020 生物多様性枠組と国家戦略の改定 

 

安定的な自然環境 

 

社会 

経済 経済 

自然環境の変化 急激・不可逆的変化 

ティッピング 
ポイント 
（転換点） 持続可能な範囲 

崩壊 

 

自然環境 
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エ 地球温暖化対策 

 


